
 

 

 
 

校長 星野 健一 
 

先月下旬には、町のあちらこちらでキンモクセイの香りが漂い、今年はその時期
が遅く感じられましたが、秋の深まりを一気に感じる季節になりました。また、美
味しい食べ物もたくさん目にする機会が増え、食欲も一段とモリモリと湧く元気い
っぱいの季節です。 
そのような中、先月には新生徒会本部役員の任命式があり、令和６年度に向けた
新たな風が吹き始めました。学校教育目標のお互いに『認め合う』ことを根底に活
動をお願いし、任命を行いました。昨年度の旧本部役員から取り組み始めた二中の
校則改定を引き継ぎ、生徒全員で討議した校則を一歩一歩進めてくれています。今
までの学校でも見られるトップダウン方式から、自分たちでルールの基準を提案し
て決めたり、自主を大切にしながら全生徒に呼びかけを行ってくれています。もち
ろん今までの生徒会本部の生徒たちも支えながら意見を言ってくれる場面も見ら
れ、子どもたちのたくましさを感じています。教師や親の力も大切な時があります
が、中学生でも立派に正当な意見や考えを実行することができています。校則改定
の問題を皮切りに、学校における様々な問題も教師や親が一歩我慢して引いて、自
主性を更に育てることを意識して見守ることができれば、松伏第二中もステージが
一段上がるのではないかとワクワクしながら期待しているところです。 
１１月なると１・２年生の新人戦県大会や２年生の３days、３年生の進路を決め
ていく三者面談、ICT を活用した授業実践など学校で行うたくさんの出来事が控え
ています。生徒たちの頑張りや考え、努力する姿を支えながら松伏第二中学校はさ
らなるステージアップをしていきます。保護者や地域の皆様においても引き続きご
協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 1１月 1日発行 第７号 

学校教育目標「認めあう」 

●志 抱いて 学びあい ●豊かな心で 思いあい ●元気にスポーツ 鍛えあい 

二中だより 

松伏町立松伏第二中学校 
〒343-0115 北葛飾郡松伏町上赤岩 711      ℡ ９９２－００５１ 

http://matsubushi.ed.jp/matu2tyu/               発行責任者  校長 星野 健一 

【 親の心得として 】  

赤子には肌を離すな  幼児には手を離すな  

子供には眼を離すな  若者には心を離すな 

秩父神社より 

季節の深まりと共に 

 

 


